
環境再生計画の推進 
 

県は環境再生計画に掲げられた施策の推進に向けて昨年度から実施スケジュールに基づい

た検討を始めたところであり、「自然再生」では植樹による森林域整備に向けた試験植樹の実

施、「地域の振興」では県以外の実施主体における跡地活用の促進に向けた全国公募提案者へ

の事業化の働きかけ、「情報発信」では浸出水処理施設の一部における資料展示を行いました。 

今年度は、昨年度から始めた検討を引き続き行うとともに、実施スケジュールに基づき新た

な施策の検討に着手します。 

 

１ 自然再生 

市民参加による植樹活動に向けた機運の醸成を図るため、昨年 10 月に実施した試験植樹

の状況を県ＨＰで紹介しているほか、試験植樹の実施を知らせるのぼり旗を試験地に設置し

ました。 

今年度も現場内の植栽可能な地山確認済エリアにおいて現場内の土壌を活用した試験植

樹を実施し、今後の本植栽計画の検討に役立てていくこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年 4 月 26 日（火）の試験植樹実施場所の状況 

 
 

 

資料４ 

○試験地１ 

 

条件 ローム層と軽石層の混合 

施肥あり 

 

・土壌環境 

軽石層と肥料が混合され、試験

地の土壌の量が多いため、試験地

が周囲より若干高い状態。 

土壌は適度に湿潤しており、現

在のところ排水が良好と見られ

る。 

・苗木の状態 

２６本中、積雪により幹が折れ

たものが９本見られる。 

幹が折れていないもの１７本

のうち１６本に新芽が見られる。 

試験地２ 

試験地１ 

試験地３ 

試験地４ 



  平成 23 年 4 月 26 日（火）の試験植樹実施場所の状況 

 
 

 
 

 
 

○試験地２ 

 

条件 ローム層と軽石層の混合 

施肥なし 

 

・土壌環境 

軽石層を混合しているが試験

地は周囲と同等の高さ。 

土壌に大量の水を含んだ状態

で水たまりが見られる。排水が劣

悪。 

・苗木の状態 

２５本中、積雪により幹が折れ

たものが９本見られる。 

幹が折れていないもの１６本

のうち１５本に新芽が見られる。 

○試験地１ 

 

ハウチワカエデの新芽 

○試験地２ 

 

ハウチワカエデの新芽 



  平成 23 年 4 月 26 日（火）の試験植樹実施場所の状況 

 
 

 
 

 

○試験地３ 

 

条件 ローム層単独 

施肥あり 

 

・土壌環境 

試験地は周囲と同じ高さ。 

法面と排水溝に近いエリアが若

干湿潤した状態。その他は若干乾

燥した状態。排水が良好と見られ

る。 

・苗木の状態 

２６本中、積雪により幹が折れ

たものが７本見られる。 

幹が折れていないもの１９本の

うち１８本に新芽が見られる。 

 

○試験地４ 

 

条件 ローム層単独 

施肥なし 

 

・土壌環境 

試験地は周囲と同じ高さ。 

法面と排水溝に近いエリアが若

干湿潤した状態。その他は若干乾

燥した状態。排水が良好と見られ

る。 

・苗木の状態 

２６本中、積雪により幹が折れ

たものが８本見られる。 

幹が折れていないもの１８本の

うち１７本に新芽が見られる。 

○試験地３ 

 

ハウチワカエデの新芽 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域振興 

東急建設㈱による現場跡地の利活用提案である「資源循環型エコアグリカルチャー」につ

いての同社、田子町及び県の三者による初めての協議を 4月 20 日（水）に行いました。 

協議においては、バイオマスプラントによる水素製造と施設園芸を行う先行事例の現状と

見通し等についての説明を受けた後、ブルータワーシステムについて、原料として使用する

ことが可能なバイオマスの種類や確保の方策、製造された水素の販路、施設園芸の仕様の決

定に必要な情報の収集、事業の実施主体となる複数の関連事業者間による連携・協働のあり

方等、様々な検討課題が出され、今後も引き続き協議を行うこととされました。 

また協議後には田子町の不法投棄現場の調査を実施し、現場の地形やプラントの設置場所

等の活用可能なエリアの確認等を行いました。 

 

３ 情報発信 

浸出水処理施設の稼働期間内における資料展示・公開に向けて、県境不法投棄事案の概要

や原状回復事業の内容を紹介するパネルやこれまでの環境学習に係る児童・生徒のアンケー

ト集を作成・展示し、今後は現場見学会で活用することとしています。 

今年度も引き続き情報発信に向けた各種資料の体系的整備をはじめ、県以外が実施主体と

なった資料展示・公開についての検討を行うほか、事業継承案内板の設置、ウェブアーカイ

ブの公開、学校教育への活用についての検討を始めることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸出水処理施設における展示の様子 

   

平成 23 年 4 月 26 日（火）の試験植樹実施場所の状況 

 
 

○試験地４ 

 

ブナの新芽 

○玄関側から管理事務室方向を見た

パネル展示の様子です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸出水処理施設における展示の様子 

  
 

  
 

 
 

○パネルの種類 

 

・「平成 12 年 10 月県境不法投棄現場

の状況」 

・「廃棄物の捨てられ方」 

・「廃棄物の種類」 

・「汚染拡散防止対策遮水壁の設置」 

・「撤去作業の流れ①」 

○パネルの種類 

 

・「撤去作業の流れ②」 

・「平成 22 年 6 月県境不法投棄現場

の状況」 

・「環境再生・現場イメージ図」 

○管理事務室側から玄関方向を見た

パネル展示の様子です。 

 






